
【
今
月
の
表
紙
】

　

前
川
清
流
公
園
で
稚
鮎
を
放
流
し
ま
し
た
！

元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
！
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「
焼
酎
処 

笹
虎
」
さ
ん
は
『
長
居
が
出
来

る
居
酒
屋
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
24
年

５
月
に
オ
ー
プ
ン
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
む
、
店
主

自
慢
の
料
理
と
地
元
の
焼
酎
は
格
別
で
す
。

　

な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
、
鹿
児
島

の
ご
当
地
ハ
イ
ボ
ー
ル
、『
た
ん
か
ん
角
ハ

イ
ボ
ー
ル
』
と
『
ぼ
ん
た
ん
角
ハ
イ
ボ
ー

ル
』
は
す
っ
き
り
爽
や
か
！
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

志布志の美味しいものに詳しい

志武士ししまるくんがご紹介！

今月の「美味しぶし」は …

焼酎処

笹虎

写真①： 笹虎自慢の『チキン南蛮（700 円）』。片

栗粉の薄い衣と手作りのタルタルソース

であっさりいただける一品。

写真②： アットホームな雰囲気を感じさせる店内

にはカウンター席とお座敷。お酒とお料

理をゆっくり楽しむことができます！

写真③： 店長の髙山正和さん。「お客様にゆっく

りした時間を過ごしていただきたい」そ

の思いで、若き店長は頑張ります！

写真④： 提供するお料理は、全て地元の焼酎に合

う一品。ぜひ足をお運びください！

～発見！ 美
お い

味しぶし～

市報しぶし × 志布志市観光特産品協会  presents

②

①

③

グルメん’ｓ なび

今月の読者プレゼント  
Gift for you …

　今月の読者プレゼントは、今回ご紹介

した焼酎処 笹虎さんで使える「1,000円

分の商品券」です！皆さん奮ってご応募

ください！

　店主自慢のお料理を地元の焼酎ととも

に…。ゆったりした雰囲気をお楽しみく

ださい。

店舗紹介  Shop Data …

◆ 焼酎処  笹虎

●住所：志布志町志布志 3 丁目
　　　　21- １- １Ｆ  Ｂ号　

tel：090-8298-1015

●営業時間：18：00 ～

●店休日：毎週火曜日

美味しそう…
④



よ
う
、
埋
立
ご
み
の
減
量
化
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
他
、
市
民
、
事

業
所
あ
る
い
は
各
種
団
体
な
ど
各
主

体
が
「
環
境
に
や
さ
し
い
か
」
を
行

動
の
基
準
と
し
、「
も
の
を
大
切
に
、

人
を
大
切
に
」
す
る
「
取
組
」
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

◆
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

防
災
で
は
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
り
、
確
実
な
情
報
伝
達
手
段
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
犯
罪
の
抑
止
活
動

を
支
援
し
、
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
を
出
さ
な
い
よ

う
警
察
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
や
児

童
生
徒
を
中
心
と
し
た
交
通
事
故
防

止
の
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

◆
企
業
立
地
の
促
進

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
創
出

を
図
る
た
め
、
市
の
最
重
要
課
題
と

し
て
位
置
づ
け
、
地
域
経
済
発
展
の

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
な
企
業
誘
致
へ

向
け
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

◆
農
業
の
振
興

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
充
実
、

農
業
公
社
の
研
修
事
業
や
「
青
年
就

農
給
付
金
」、「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

な
ど
を
活
用
し
地
域
農
業
を
支
え
る

「
人
」
の
育
成
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
生
産
流
通
の
振
興

　

本
市
の
温
暖
な
気
候
や
、
整
備
さ

れ
た
広
大
な
農
地
な
ど
の
有
利
な
条

件
を
活
か
し
て
、
露
地
野
菜
作
物
や

施
設
園
芸
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆
茶
業
の
振
興

　

気
象
条
件
と
立
地
条
件
を
最
大
限

に
活
か
し
、生
産
基
盤
整
備
の
強
化
・

環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
技
術
の
波
及

に
取
り
組
み
、
低
コ
ス
ト
や
高
品
質

茶
生
産
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
畑
地
か
ん
が
い
の
振
興

　

市
畑
地
か
ん
が
い
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
推
進
作
物
の
生
産
拡
大
を

図
り
、
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま

た「
食
育
推
進
計
画
」の
策
定
や
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
畜
産
の
振
興

　

高
品
質
生
産
に
向
け
た
優
良
種
畜

の
確
保
対
策
や
施
設
整
備
の
支
援
を

行
い
な
が
ら
、
経
営
基
盤
の
維
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
家
畜

衛
生
管
理
の
向
上
の
た
め
の
啓
発
に

努
め
、
畜
産
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
ほ
場
整
備
の
推
進

　

各
地
区
の
ほ
場
整
備
を
進
め
、
ほ

場
の
集
積
を
促
進
す
る
な
ど
農
業
生

産
力
の
向
上
、
農
業
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農
道
・
林
道
の
整
備

　

適
正
な
管
理
に
努
め
、
長
寿
命
化

を
図
る
と
と
も
に
、
木
材
生
産
量
の

拡
大
に
つ
な
が
る
路
線
の
洗
い
出
し
、

整
備
等
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
林
業
の
振
興

　

市
有
林
の
適
正
管
理
に
努
め
、
サ

カ
キ
、
シ
キ
ミ
な
ど
の
特
用
林
産
物

に
つ
い
て
は
、「
こ
こ
ろ
ざ
し
花
木

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

◆
水
産
業
の
振
興

　
「
志
布
志
湾
の
ハ
モ
」
を
特
化
し

て
前
面
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
、
漁
協
と
連
携
し
て
漁
業
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
者
の
経
営
安
定
を
図
り
、

商
店
街
の
活
性
化
・
魅
力
あ
る
店
舗

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
商
工
会
と

の
連
携
を
強
化
し
、
商
工
業
振
興
対

策
事
業
を
展
開
・
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
行
政
に
つ
い

て
は
、「
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
」

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
し
た

消
費
者
生
活
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
観
光
物
産
の
振
興

　

志
布
志
市
を
訪
れ
る
人
を
歓
ん
で

迎
え
、
文
化
、
歴
史
、
自
然
に
触
れ

て
も
ら
い
、
市
民
と
交
流
し
な
が
ら

共
に
歓
べ
る
よ
う
な
観
光
を
目
指
し
、

ふ
れ
あ
い
交
流
の
お
も
て
な
し
を
行

う
た
め
、
市
民
、
市
民
団
体
、
観
光

特
産
品
協
会
、
商
工
会
、
市
内
観
光

関
係
業
者
、
行
政
が
役
割
を
担
い
な

が
ら
連
携
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

◆
観
光
客
誘
致
の
推
進

　

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
と
連
携

し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
客
等
の
誘
致
を

図
り
ま
す
。
ま
た
市
内
４
大
ま
つ
り

を
中
心
に
市
民
の
皆
様
が
主
体
と
な

り
、
地
域
と
協
働
し
て
実
施
し
、
よ

り
個
性
的
で
よ
り
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
支
援

　

住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

地
域
活
動
を
通
じ
た
生
き
が
い
と
仲

間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
に

し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
等
、

福
祉
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
ま

で
無
料
と
し
て
い
る
「
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
」
は
、
助
成
対
象
を
高

校
生
ま
で
と
し
、
拡
充
を
図
り
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

　

居
住
す
る
す
べ
て
の
人
が
共
生
・

協
働
し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
、
障
が

い
者
へ
の
相
談
支
援
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

◆
保
健
事
業
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
ほ

か
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
集
団
健
診
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　

日
常
の
継
続
的
な
運
動
と
食
育
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
母
子
保
健
対
策

　

乳
幼
児
の
健
全
な
育
成
環
境
の
確

保
や
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
の
一
部
ま
た
は
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未来を見据えた、志布志市の「まちづくり」…

志 あふれるまちの

施政
方針

平成 26 年度　志あふれるまちの施政方針

　

私
は
、
先
の
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
２
期
８
年
間
の
実
績
を
礎
に
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
輝
き
つ
づ
け

る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
集
大
成

に
向
け
て
、
初
心
に
か
え
っ
て
市
政

の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し
、

今
期
の
市
政
推
進
に
当
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
や
、
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
所
信
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
志
布
志
市
長
と
し

て
、
３
期
目
の
市
政
に
臨
む
に
当
た

り
「
市
民
に
寄
り
添
う
市
政
の
継

続
」、「
心
を
動
か
し
、
感
動
を
共
有

で
き
る
市
政
」
そ
し
て
「『
志
』
を

高
く
持
っ
て
、
小
事
に
も
最
大
限
の

努
力
を
尽
く
す
」
こ
の
３
つ
の
約
束

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
基
本
に
し
、
市
民
の

皆
様
に
お
示
し
し
ま
し
た
各
種
の
事

務
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ま
ち
の
指

針
で
あ
る
「
第
一
次
志
布
志
市
振
興

計
画
」
の
後
期
基
本
計
画
の
実
現
に

向
け
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、

継
続
し
て
努
力
す
べ
き
も
の
、
新
た

な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
に

整
理
し
、
補
正
予
算
の
編
成
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

志
布
志
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま

す
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が

協
奏
す
る
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
に

誠
心
誠
意
、
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
志
布
志
港
の
利
用
促
進

　

官
民
一
体
と
な
り
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
並
び
に
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆ 

「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」
整

備
促
進
へ
の
取
り
組
み

　

国
・
県
・
関
連
企
業
と
連
携
し
、

特
定
貨
物
輸
入
拠
点
港
湾
へ
の
指
定

等
、
整
備
実
現
に
向
け
た
要
望
活
動

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
高
速
道
路
対
策

　

東
九
州
自
動
車
道
は
、
事
業
区
間

の
整
備
促
進
と
日
南
～
志
布
志
間
の

整
備
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
を
要
望

し
ま
す
。

◆
国
・
県
道
の
整
備

　

歩
道
等
の
整
備
促
進
を
関
係
機
関

に
要
望
し
ま
す
。
県
道
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
志
布
志
有
明
線
の
野

神
工
区
の
早
期
事
業
完
成
の
促
進
と

地
域
間
格
差
の
是
正
に
努
め
ま
す
。

◆
都
市
基
盤
の
整
備

　

平
成
24
年
度
実
施
の「
基
礎
調
査
」

等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
情
報
化
の
整
備
・
推
進

　

電
子
自
治
体
の
一
層
の
推
進
と
光

フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
「
し
ぶ
し
志

ネ
ッ
ト
」
の
様
々
な
分
野
で
の
利
活

用
策
の
調
査
研
究
と
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
る
「
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
」、

い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
関

係
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

◆
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
に
４
件
の
立
地
協
定
を

締
結
し
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
今
後
も
他

の
分
野
も
含
め
推
進
し
ま
す
。

◆
公
営
住
宅
の
整
備

　

各
計
画
に
基
づ
き
、建
替
、ス
ト
ッ

ク
改
善
、
修
繕
及
び
用
途
廃
止
を
年

次
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
定
住
交
流
の
推
進

　

移
住
定
住
促
進
事
業
に
よ
り
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
と
均
衡
あ
る
発

展
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
空

き
家
を
利
用
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業

　

安
心
・
安
全
な
良
質
で
安
定
し
た

水
の
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
道
未
普
及
地
域
へ
の
給

水
検
討
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
環
境
行
政
の
推
進

　

市
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
引

き
続
き
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
資
源
化
率
が
高
ま
る

平成 26 年６月第２回志布志市議会定例会において、本田修一市長は平成 26
年度の施政方針を述べ、志布志市の将来像である「やすらぎとにぎわいの輪が
協奏するまち」の実現に向けた施策を訴えました。

※平成 26 年６月第２回志布志市議会定例会施政方針演説から抜粋したものです。

5
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「
郷
と
郷
」「
人
と
人
」

「
物
と
物
」
の

つ
な
が
り
が
あ
る
ま
ち

自
然
や
風
土
と

共
生
す
る
安
心
で

豊
か
な
ま
ち

大
地
の
力
と
海
の

恵
み
を
活
か
し
た

創
造
性
あ
ふ
れ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

「
心
」
か
よ
い
合
い

若
さ
あ
ふ
れ
る

元
気
な
ま
ち　
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平成 26 年度　志あふれるまちの施政方針

全
部
助
成
や
少
子
化
対
策
に
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
救
急
医
療
の
取
り
組
み

　

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
円
滑
な
運
航

に
協
力
し
、
各
医
師
会
等
と
連
携
し

て
、
地
域
で
の
救
急
医
療
体
制
の
円

滑
化
を
促
進
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業

　

医
療
、
介
護
連
携
、
認
知
症
施
策

及
び
生
活
支
援
を
強
化
し
、
高
齢
者

等
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
介
護
の

基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　

今
後
も
医
療
費
適
正
化
を
推
進
し
、

特
定
健
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
、
医
療
費
の
削
減
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
昨
年
に
引
き
続
き
、
全

国
の
同
規
模
自
治
体
の
中
で
医
療
費

が
日
本
一
低
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

◆
教
育
行
政

　
「
伝
統
と
文
化
を
守
り
育
み
、
次

代
へ
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
の
ま
ち
」

を
基
本
目
標
に
、
心
の
豊
か
さ
と
学

ぶ
意
欲
に
あ
ふ
れ
る
市
民
づ
く
り
を

目
指
し
、
生
涯
学
習
の
活
力
あ
る
教

育
・
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
取
り
組
み

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
志
を
高
く

し
て
郷
土
を
愛
し
、
そ
の
発
展
に
尽

く
そ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て

る
、
学
力
向
上
日
本
一
を
目
指
し
た

教
育
の
推
進
（
知
）・
豊
か
な
心
の

育
成
（
徳
）・
た
く
ま
し
い
体
の
育

成
（
体
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教

育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
施
設
の
整
備

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
校
施
設
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食

　

地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
、「
特

産
品
活
用
学
校
給
食
事
業
」
に
よ
り

市
内
の
特
産
品
を
本
市
の
将
来
を
担

う
児
童
・
生
徒
に
提
供
し
ま
す
。

◆
青
少
年
の
健
全
育
成

　

地
域
全
体
で
こ
こ
ろ
豊
か
で
た
く

ま
し
い
青
少
年
の
育
成
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、

「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も
」

学
べ
る
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

市
民
の
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め

る
こ
と
を
目
指
し
、
施
設
の
整
備
、

充
実
に
努
め
、「
志
あ
ふ
れ
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
推
進
し
ま
す
。

◆
図
書
館
の
充
実

　

本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
図
書
館

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
読
書
活

動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
文
化
財
の
保
護
活
用

　

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
り
、
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
を
歴
史
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
行
政
だ
け

で
な
く
地
域
の
自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
な
ど
の
様
々

な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
、
共
通
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
連
携
・
協
力
し
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決
で
き
る

よ
う
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
委
員
会
事
業
」
な
ど
各

種
団
体
の
活
動
の
充
実
を
図
り
支
援

し
ま
す
。

◆
広
報
・
広
聴
活
動
に
つ
い
て

　

市
の
施
策
や
様
々
な
活
動
を
広
く

周
知
し
、
市
民
の
皆
様
に
行
政
情
報

を
共
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
し
て
地
域
の
課
題
や
問
題

点
、
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
提
案

等
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
女
性
の
人
権
の
確
立
を
目
指
す

環
境
整
備
や
、
教
育
、
学
習
の
推
進

及
び
啓
発
な
ど
男
女
共
同
参
画
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

　

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
行

政
改
革
の
歩
み
を
さ
ら
に
一
歩
前
へ

進
め
、
引
き
続
き
「
志
布
志
市
行
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
い
た
行
政
評
価

制
度
に
よ
る
施
策
や
事
務
事
業
の
評

価
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
た
め
に
、
よ
り
効
率
的

で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

最
後
に
、
志
布
志
市
は
今
や
、
鹿

児
島
県
で
一
番
元
気
の
あ
る
ま
ち
、

最
も
話
題
の
豊
富
な
ま
ち
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
が
ま
ち
全
体

の
活
気
と
な
り
、
必
ず
や
日
本
一
へ

向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
、
確
実
な
足

取
り
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
、「
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

基
本
理
念
と
し
、「
市
民
の
た
め
の
、

市
民
に
開
か
れ
た
、
そ
し
て
市
民
の

目
線
に
立
っ
た
行
政
を
」
の
信
念
の

も
と
、「
共
生
・
協
働
・
自
立
」
に

よ
る
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
政
策
を
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

伝
統
・
文
化
を
守
り

育
み
、次
代
へ
つ
な
げ

る
人
づ
く
り
の
ま
ち

市
民
が
輝
く

共
生
・
協
働
の
ま
ち

市
民
と
と
も
に
歩
む

「
ム
ダ
」
の
な
い
経
営

　　　　　平成 26 年度　一般会計補正予算（6 月補正分）

　平成 26 年度当初予算においては、市長選挙後の骨格予算（※）としての予算編成でした。今回の補正予算によ
り政策的経費や新規事業の経費などが計上されましたので、その主なものをお知らせします。
※骨格予算：�市長や市議の選挙時期などの関係から政策的な判断が出来にくいなどの事由により、政策的な経費の予算計上を避け、

　　　　　　義務的経費や経常的経費を中心に編成された予算のこと。

平成26年度志布志市一般会計補正予算第１号（６月補正）の主な内容

平成 26 年度一般会計補正予算では、歳入歳出にそれぞれ 8 億 6 千 2 百 8 万 6 千円を
追加し、歳入歳出それぞれ 189 億 6 千 2 百 8 万 6 千円となりました。

子ども医療費助成事業【 18 歳（高校生世代）までの医療費無料化 】　　　　事業費：10,500 千円

　子ども医療費助成の対象者を、中学生までから高校生世代までに拡大し、子育て支援の充実を図る。

公営住宅ストック活用事業（宮脇団地建替）　　　　事業費：195,376 千円

　公営住宅ストック計画の活用手法に基づき、計画的な現代ニーズにあった安心安全に暮らせる住宅の整備を図る。

公営住宅ストック改善事業（蓬原団地等）　　　　事業費：152,775 千円

　公営住宅ストック計画の活用手法に基づき、既存耐火住宅の機能向上に伴う個別改善整備を図る。

有明野球場ブルペン改修等事業　　　　事業費：15,400 千円

　有明野球場のブルペン・練習用備品を整備し、競技力の向上とスポーツ合宿への積極的対応を図る。

定住促進住宅用地整備事業　　　　事業費：10,273 千円

　新たに定住促進住宅用地の購入及び整備を行う。また、なのはな団地の水路用途廃止に伴う分合筆を行い、分譲促進を図る。

環境負荷低減・先進的技術導入支援事業
事業費：7,644 千円

　燃油価格の高騰が農業経営を圧迫しているなか、限りあるエネルギー資源の
　有効活用を図り、地球温暖化や環境汚染対策、低炭素社会の実現などを
　視野に入れた農業を推進するため、環境負荷を低減する生産体制への転換を図る。

住宅リフォーム助成事業　　　　事業費：10,000 千円

　個人住宅のリフォーム工事に対し助成することにより、市内の産業の活性化を図る（市内登録店に限る）。

茶レンジ風邪なし運動事業　　　　事業費：7,751 千円

　インフルエンザ対策をはじめ、フッ素成分による虫歯予防など将来にわたる
　健康づくりと併せ、お茶文化を将来に継承する。

■問い合わせ先： 財務課  財政係　℡：474-1111（内線 246）

志
布
志
市
長
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防波堤の造り方を学びました！

　５月 29 日、米盛建設（鹿児島市）が地域貢献事

業の一環として企画した、港湾工事現場の見学に、

蓬原小学校の３年生 11 人が訪れました。

　訪れた児童は、ケーソンの模型を水に浮かべる実

験やクレーンの操作合図を出す体験、また実際に

ケーソンを造る船への乗船を体験しました。

蓬原小学校の３年生が港湾の工事現場を見学、
防波堤の造り方などを学びました。

水道無料点検で安心の生活を！

　６月６日、同協議会が高齢者宅の水まわりを安心

してお使いいただくために、点検、簡単な修理をボ

ランティアで行うもので、昨年に引き続いて実施さ

れました。訪問を受けた高齢者からは「自分で出来

ない部分を見てもらえて、直してもらえるので助か

ります」との声が聞かれました。

市管工事サービス連絡協議会が、一人暮らし
高齢者宅の水道無料点検を行いました。

レクリエーション指導に挑戦！

　６月 8 日、市立図書館の志ふれあい交流館ホー

ルで定例会とスキルアップ研修を行いました。

　参加した生徒は「何度も経験したレクリエーショ

ンも、人前での説明や指導はなかなか難しかった」

と感想を話しました。指導するという立場の難しさ

を実感した研修会になりました。

ジュニアリーダークラブがレクリエーション指導
のスキルアップ研修を行いました。

特産品のお茶づくりを体験！
安楽小学校の２年生が

製茶工場でのお茶づくりを体験しました。

絵本と貸出バッグをプレゼント！

　6 月 13 日、潤ヶ野小学校のＰＴＡの行事の中で、

20 冊の中から子ども自らが選んだ絵本と貸出バッ

クが、１年生の３人にプレゼントされました。

　また、和田幸一郎教育長がしかけ絵本「はらぺこ

あおむし」の読み聞かせを行いました。子どもたち

は大喜びで、読書の大切さを親子で学びました。

市内の小学 1 年生 311 人に本をプレゼントする
セカンドブック事業が行われました。

県高校総体で優勝しました！

　５月 28 日から開催された、鹿児島県高校総合体

育大会の女子柔道競技大会の個人 52kg 級で、志布

志市出身の前田千島さん（国分中央高校３年）が優

勝しました。前田さんは今年３月に行われた全国大

会でも優勝しており、春に続いて夏のインターハイ

でも優勝の期待が高まっています。　

1 回戦から全て 1 本勝ちで優勝。圧倒的な強さで、
インターハイへの切符を手にしました！

　５月 29 日に志布志町の吉野製茶を訪れた児童

23 名が、茶工場でのお茶づくりを体験しました。

　児童は、実際に製茶機械を見ながらお茶づくりの

説明に耳を傾けました。参加した児童からは「お茶

のいいにおいがした。飲んだお茶もおいしくて楽し

かった」との声が聞かれました。
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ボランティアでまちを綺麗に

　６月 11 日、同協議会に所属する市内 56 社・総

勢 100 名のボランティア隊が、市内沿道の草払い

や、ゴミ拾いなどのボランティアをそれぞれの支部

に分かれて行いました。同協会はこのような環境美

化のボランティア作業を、年内に数回実施し、おも

てなしのまちづくりに寄与されています。

志布志市ふるさと協議会（池﨑美次理事長）が
ボランティアで清掃活動を行いました。

クリアファイルを贈呈！

　６月 25 日、香月小学校でクリアファイルと「し

し丸音頭」ＣＤの贈呈式が行われました。

　今回の児童に対するプレゼントは、『志武士しし

丸』くんを市民の皆様にもっと知ってもらい、市内

外問わず志布志をアピールできるキャラクターに育

てたいという思いから実施されたものです。

市内の全児童に対し、市観光特産品協会から
しし丸くんのファイルがプレゼントされました！

【前田千島さん（写真真ん中）】
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まちの

話 題しぶし TOPICS

いざ、日本武道館へ！

　６月８日、溝辺町体育館で開催された第 36 回鹿

児島県道場少年剣道大会で、志布志武道館が高学年

チーム、低学年チーム、女子個人（徳田侑紗・香月

小 6 年）の 3 つの部門で優勝しました。

　高学年チームは 7 月 29 日に日本武道館で開催さ

れる全国大会に出場し、日本一を目指します。

志布志武道館の高学年チームが見事に優勝、
鹿児島県代表として全国制覇を目指します！

交通安全教室を開催しています

　６月 18 日、田之浦ふるさと交流館で交通安全教

育車「さわやか号」による交通安全教室が開催され、

地域の高齢者を中心に約 20 人が参加しました。

　参加した人は「運転するときは十分に周囲を確認

し、スピードを出さないようにしたい。歩くときも

反射タスキをつけるなど注意したい」と話しました。

市内各地で開催している交通安全教室では、
高齢者を対象に交通安全を呼びかけています。

魚屋さんによる料理教室、開催！

　６月 15 日、志布志地区公民館で、市内の魚屋さ

んによる料理教室が行われました。普段は刺身や切

り身等、さばかれた状態の魚を買う機会が多い中、

自分の手で魚をさばき、料理することで、魚により

親しんでもらい、魚食の普及を目的として開催した

ところ、男性も含め市民 15 名の参加がありました。

市内の魚屋さん指導の下、地元でとれた魚の調理
に苦戦しながらも、５品の料理に挑戦しました。

お茶の葉を使った料理でおもてなし
障害者就労支援施設「セルプしぶし」の皆さんが、

和香園の茶蔵で行われた慰労会を楽しみました。

　６月 24 日、有明町の和香園などで年間を通して

作業に従事する、障害者就労支援施設「セルプしぶ

し」の皆さんを招いた慰労会が開催されました。

　同会で振舞われたお茶の葉を使った料理に、参加

した人からは「初めて食べた。食べやすく料理され

ていて美味しかった」などの声が聞かれました。

１日広報編集員、頑張りました！
職場体験学習で総務課秘書広報係に来た、宇都中学校２年の入江理子さん。

１日広報編集員として、取材、撮影など「市報しぶし」づくりを手伝っていただきました！

【職場体験学習の感想】：志布志市役所本庁の総務課秘書広報係に職場体験に行かせていた

だきました。市内の人々にいろんな角度からインタビューをするというのは、私にとって

初めての経験で、とても貴重な時間となりました。私が経験させていただいた秘書広報係

のお仕事は、様々な人と、直接かかわることのできる素敵な仕事だなと思いました。また、

この職場体験では、一生懸命働いてくださっているすべての方々に感謝する気持ちを改め

て感じることができ、とてもいい機会だったと思います。ありがとうございました。

　

６
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
、

志
布
志
市
役
所
で
職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
あ
た
や
元
気
や
っ
ど
」
や
「
ま
ち

の
話
題
」
の
取
材
を
体
験
し
た
入
江

さ
ん
は
、
堂
々
と
し
た
様
子
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
、
記
事
も

し
っ
か
り
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

入江 理子さん

保育園で写真を撮る入江さん。
楽しかったそうです。

職場体験中の友達にも突撃取材。
写真は入江さん撮影。

■お問い合わせ 第 30 回国民文化祭志布志市実行委員会　℡.099-472-1111　エッセイフェスティバルホームページ　http://essay-festival.jp

みんなで一緒にふるさとのよかとこをみっくっど～！

ふるさと

志布志よかとこ再発見ワークショップ開催
～あなたも国民文化祭に作品を応募しませんか？～

　来年度、鹿児島県で開催されます国民文化祭で志布志市
では志エッセイフェスティバルを開催します。
　それに先立ち「志布志よかとこ再発見・ワークショップ」
と題して、プロの映画監督を講師にショートムービー作り
の研修会を開催します。

　この研修会では、実際に住んでいると見逃してしまいが
ちな風景や各地区での特色ある活動等の地域の財産に気づ
くことを主な目的としています。
　専門的な知識は必要なく、興味のある方はどなたでも参
加できる研修会ですので、多くの皆様の参加をお待ちして
います。

　　　記　　　　
■期　日　　平成 26 年８月 10 日（日）　13:00～16:30　
■会　場　　有明改善センターホール
※資料の準備がありますので、申し込みをお願いします。
　詳細につきましてはホームページをご覧ください。

C
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Y
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MY

CY

CMY

K

ショートムービーコンテスト　ワークショップの実施ミニ.pdf   2014/07/01   9:45:39

平成 26 年度　夏休み親と子の自然科学教室
期日・時間 集合場所 学習内容

昆虫採集標本作り指導  7月19日（土） 17:00～21:00 潤ヶ野地区営農研修センター  昆虫採集会と標本作り指導

植物採集標本作り指導  7月25日（金） 9:00～12:00 伊﨑田地区公民館  高下谷親水公園周辺での植物採集会と標本作り指導

天体観察  7月30日（火） 19:30～22:00 有明総合体育館  天体観察の基礎知識学習と観察会

植物採集名前調べ会  8月19日（火） 9:00～12:00 市立図書館  自己作成した標本の植物の名前調べ

昆虫採集名前調べ会  8月19日（火） 13:00～16:00 市立図書館  自己作成した標本の昆虫の名前調べ

●募集人数は各教室 40 名。（定員になり次第締め切り）　・名前調べ会には、各自図鑑等で調べて、分からなかったものを御持参ください。
●申し込み用紙等の詳細は、各小・中学校にて配布されるチラシをご覧ください。
■問い合わせ先：教育委員会  生涯学習課  文化財管理室　Tel： 472-1111（内線 343）　Fax での申込可　Fax：473-1880



平成 25 年度 ふるさと納税状況報告

皆さまの志、確かに受け取りました。

●寄附者の意向（使い道）は…

埼玉県   百武  仁士  様
三重県

  八代  勝彦  様         

大阪府

  宇都  芳人  様 兵庫県   外園  睦雄  様

茨城県   切手  敏雄  様   吉松  健雄  様   鈴木  与志夫  様 岡山県   山下  実成  様         

東京都

  杣山  軍吉  様 奈良県   鶴田  和利  様   早田  伊津子  様 鹿児島県   花田  能成  様 

  谷口  咲  様
京都府

  持留  肇  様   篠原  忍  様  宮崎県   末廣  榮子  様

  室水  鉄男  様   入江  智一  様

兵庫県

  橋口  久継  様

山梨県   綾小路  きみまろ  様

大阪府

  吉岡  礼子  様   中村  敏春  様

千葉県   白坂  茂雄  様   神戸  章  様   中村  清子  様

愛知県   大谷  友介  様   角田  大地  様   田中  博行  様 
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志
ふるさと納税 とは…

平成 20 年にスタートした「ふるさとを応援する寄附金」制度のことです。

出身地（ふるさと）や、応援したい市区町村や都道府県に寄附をすれば、２千円を超える部分について、住所地

の個人住民税などが軽減される仕組みです。

平成 25 年度の寄附の状況 は…

　志布志市では「志布志市ふるさと志基金条例」を制定し、

いただいた寄附金を「ふるさと志基金」に積み立て、寄附者

のご意向に沿った形で活用をおこなっております。

　今回、規則に基づくふるさと志基金の平成 25 年度運用状

況を公表すると共に、本市におけるふるさと納税の状況につ

いてご説明いたします。

　平成 25 年度は「ふるさと志基金寄附金」については、53

件（うち県外 47 件）、総額 7,090,000 円をいただきました。また、

「かごしま応援寄附金」は、本市指定分７件、183,000 円と、

市町村指定なし分 101,511 円が分配され、合計で 284,511

円の寄附をいただきました。これにより、寄附額の総額は

7,374,511 円になりました。

皆さまのあたたかい『志』、確かにお受け取りしました！

７，３７４，５１１ 円（60 件）でした。

平成 25 年度

7,374,511 円 福祉
4,879,000 円

（66％）

観光・
生活環境
30,000 円
（0.4％）

教育文化
873,000 円
（12％）

市長が必要と
認める事業

1,057,000 円
（14.3％）

指定なし
535,511 円
（7.3％）

寄附をくださった方 ※ご本人の承諾があった方のみ掲載します。

ふるさと志基金活用状況（平成 25 年度の取組実績）

高齢者向け
給食配送サービス車
の購入

　主に一人暮らしの高齢者の方の栄養改善と

訪問給食により安否確認を行うことを目的と

して、365 日毎日給食（昼食・夕食の 2 回）

配達をおこなっています。

　毎月 90 名 ～ 100 名の利用者があり、ふる

さと志基金で購入した配送サービス車を活用

して高齢者の健康と安全を見守っています。

「志ふれあい交流館」
の備品整備

　志布志市立図書館に併設された「志ふれあ

い交流館」は、子供から高齢者まで交流でき

る場として整備されました。昔話や民話を語

る「おはなしの部屋」や人形劇、高齢者学級

等のイベントを開催し、幅広い世代の交流の

場として活用されています。

しおかぜ公園の
ジュニア用サッカー
ゴール整備

　ＳＨＩＢＵＳＨＩＣＵＰ　Ｕ ‐ 15 や志布

志みなとサッカーフェスティバルなど、志布

志のサッカーイベントは全国的に知名度が向

上してきました。

　参加チームの増加に伴い、サッカーゴール

を６基整備しました。

しおかぜ公園
「環境学習館」の

備品整備

　市民向けの環境学習会や各種研修会などを

開催するために「環境学習館」を整備しまし

た。

これまでいただいた寄附金の総額（Ｈ 20 年度～Ｈ 25 年度） ４８，３２３，３７３円

ふるさと志基金 残高（平成 26 年５月末日現在） ３５，５６３，７２０円

本庁  企画政策課  企画調整係   ℡：474-1111（内線 256）問



図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp
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休館日のお知らせ…
 【７月】14 日、16日、22日、28日

 【８月】 ４日、11日、18日、20日、25日

Information

エコ通信
Ecology

Communication
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な
い
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
高

齢
者
、
乳
幼
児
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

事
情
の
も
と
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

左
表
の
他
に
も
、
消
費
電
力
が
大
き
い

電
気
製
品
（
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
ポ
ッ
ト
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
電
子
レ
ン
ジ
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
等
）
は
、
特
に
日
中
（
13
時
～
16

時
）
を
避
け
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～ 今夏の電力需給状況は、昨年と比較して
非常に厳しい状況が見込まれています ～

本庁 市民環境課 環境政策室 ℡：474 - 1111（内線 131 ～ 136）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問

節電に積極的にご協力ください 
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節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

節
電
を
お
願
い
し
た
い

期
間
・
時
間
・
節
電
目
標

基
本
と
な
る10

の
節
電
メ
ニ
ュ
ー

メニュー 削電効果
（削減率） チェック

①室温 28℃を心がける（設定温度を２℃上げた場合）。 10％

② 『すだれ』や『よしず』などで窓からの日差しを
　和らげる（エアコンの節電になります）。

10％

③無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用。 50％

※ 除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは、電力の増加になる場合があるため注意が
必要です！

④ 冷蔵庫の設定を『強』から『中』に変え、扉を開け
る時間を減らし、食品を詰め込みすぎない（食品の
傷みにご注意ください）。

２％

⑤日中は不要な照明を消す。 ５％

⑥ 省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、必要な
時以外は消す（省エネモード設定後、使用時間を
2/3 に減らした場合）。

２％

⑦温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。 どちらか
で

１％未満⑧ 上記の機能が無い場合、使わないときはコンセント
からプラグを抜く。

⑨ 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵
庫や冷凍庫に保管する。

２％

⑩ リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長
時間使わない機器は、コンセントからプラグを抜く。

２％

エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

温水洗浄
便座

炊飯器

待機電力

おはなし会へ出かけよう！
７月・８月

本館
10時30分～

 ７月 12 日、26 日
 ８月２日、９日

志布志分館
10時30分～  ７月 12 日

香月分館
10時30分～  ７月 26 日

安楽分館
10時30分～  ７月 12 日

有明分館
10時～  ７月 19 日

松山分館
14時30分～  ７月 19 日

※ ７月 19 日のおはなし会は、本館で 10 時から、かみ
ふうせんまつりです（詳細はお問い合わせください）。

◆図書館ボランティア養成講座 受講生募集
　７月 18日から図書館ボランティア養成講座を開講します。絵本・紙芝

居の読み聞かせ、カンタン手品・腹話術・高齢者への読み聞かせ術など

楽しいプログラムです。皆様の受講を心からお待ちしています。

◆夏休み「読書感想文書き隊」講座 受講生募集
　７月 25 日、10 時 30 分から、読書感想文の書き方の簡単なコツを学ぶ

講座を行います。定員は15人で、小学校低学年は親子での参加も可能です。

◆夏休み「しぶしの民話の紙芝居を作ろう」講座 受講生募集
　志布志の民話の紙芝居作りに挑戦する受講生を募集します。日時は 7

月 23 日、24 日、30 日、31 日、8 月 6 日の５日間の午前 10 時からで

小学３年生以上とし、定員は 12人です。皆様の受講をお待ちしています。

◆絵本作家、鳥の巣研究家「鈴木まもる おはなし会」を開催します
　どうぶつのあかちゃんやこどもたちのやさしい笑顔のあふれる作品で

おなじみの鈴木先生をお招きし、夏休みのわくわくおはなし会を開催し

ます。ご家族お誘い合わせの上、ご来場ください。

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館

までお気軽にお問い合わせください。



志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 
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本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問
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保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 

～ 

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気 

～

　

早
め
の
気
付
き
が
大
切
… 

認
知
症　

 １歳児歯科相談【９：30 ～ 10：00 受付】

 ８月６日（水）：健康ふれあいプラザ

 育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

 ７月 15 日（火）：やっちくふれあいセンター
 ７月 23 日（水）：宇都鼻農村研修センター

 育児相談【10：30 ～ 12：00 】

 ７月 15 日（火）：やっちくふれあいセンター
 ７月 23 日（水）：宇都鼻農村研修センター
 ８月６日（水）：健康ふれあいプラザ　

 １歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ７月 16 日（水）：健康ふれあいプラザ

 ３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ７月 31 日（木）：健康ふれあいプラザ

 ２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ７月 18 日（金）：農村環境改善センター

 乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

 ８月８日（金）：健康ふれあいプラザ

 両親学級【９：20 ～９：30 受付】

 ８月５日（火）：健康ふれあいプラザ

 特定健診・がん検診　

 ７月 27 日（日）～ ８月 4 日（月）
  ※時間・会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認ください。

志布志市健康カレンダー（７月・８月）
健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

✚ ７月・８月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

７月
13 日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

石神診療所 （内科、皮ふ科） ℡474-0107

20 日 えびはら皮ふ科 （皮ふ科） ℡ 478-0370

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

21 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

27 日 びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

母子手帳の交付日は…
● 本庁　　　　：第２・第４水曜日の午前
● 松山支所　　：第１・第３水曜日の午後
● 志布志支所　：毎週月曜日の午前 ６月に行われた５歳児歯科

検診で、虫歯も処置歯も無

かった子どもたちです！

佑
ゆ う か

佳 ちゃん

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）問

彩
い ろ は

晴 ちゃん

零
れ お

王 ちゃん

桜
さ わ

羽 ちゃん

大
は る と

翔 ちゃん

來
く る み

瞳 ちゃん

大
だいち

陸 ちゃん
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８月
３日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

さくらやまクリニック （泌尿器科・内科） ℡ 472-1100

10 日 大山病院 （内科） ℡472-1400

みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

17 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

山下クリニック （内科、外科） ℡487-9001

　

65
歳
以
上
の
15
％
、
85
歳
以
上
の

40
％
が
認
知
症
と
い
わ
れ
（
厚
生
労
働

省
発
表
）、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身

近
な
病
気
で
す
。
重
度
に
な
っ
て
ご
本

人
や
家
族
や
周
囲
が
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
る
前
の
気
付
き
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◆
物
忘
れ

●
同
じ
事
を
何
度
も
言
う
、尋
ね
る
、す
る

● 

し
ま
い
忘
れ
が
多
く
、
い
つ
も
探
し

物
を
し
て
い
る

◆
判
断
や
理
解
力
が
衰
え
る

●
料
理
・
片
付
け
の
手
順
を
誤
る

◆
時
間
・
場
所
が
わ
か
ら
な
い

●
約
束
の
日
時
や
場
所
を
間
違
え
る

◆
人
柄
が
変
わ
る

●
少
し
の
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

●
周
り
へ
の
気
配
り
が
で
き
な
い

◆
不
安
感
が
強
い

●
一
人
に
な
る
の
が
怖
い
・
寂
し
い

◆
意
欲
が
な
く
な
る

●
お
風
呂
や
着
替
え
が
面
倒　

な
ど

　

こ
れ
ら
は
、
認
知
症
の
ご
家
族
の
方

が
初
期
の
段
階
で
気
づ
い
た
項
目
で
す
。

診
断
の
基
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
暮

ら
し
の
中
の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
軽
い
う
ち
に
、
か
か
り
つ
け
の

先
生
や
物
忘
れ
外
来
、
認
知
症
専
門
の

外
来
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

診
察
で
の
聞
き
取
り
や
検
査
の
結
果
で

脳
梗
塞
や
こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
が
見
つ

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
初
期
の
症
状

の
う
ち
に
治
療
す
る
こ
と
で
、
望
む
と

こ
ろ
で
の
生
活
が
継
続
で
き
ま
す
。

周
り
の
人
の
接
し
方
の
ヒ
ン
ト

　　

気
に
な
る
症
状
が
現
れ
た
初
め
の
こ

ろ
は
、
本
人
も
変
化
に
気
づ
い
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
で
も
認
め
た
く
な

か
っ
た
り
、
周
り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と

は
嫌
な
も
の
で
す
。

接
す
る
と
き
は 

…

◆
自
尊
心
を
尊
重
し
、
接
す
る
。

◆ 

「
体
」「
心
」「
暮
ら
し
」
を
見
守
り
、

小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
。

◆ 

急
が
せ
な
い
・
そ
ば
に
い
る
・
一
緒

に
す
る
。

◆ 

す
ぐ
に
否
定
せ
ず
、
わ
か
り
や
す
く

ゆ
っ
く
り
と
話
す
。

◆ 

人
生
を
振
り
返
り
、
輝
く
話
題
を
探

し
て
く
だ
さ
い
。

続
け
ら
れ
る
介
護
を

　　

家
族
だ
け
で
抱
え
込
め
ば
み
ん
な
が

疲
れ
き
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
相
談
先
を

見
つ
け
て
、
今
困
っ
て
い
る
こ
と
、
こ

れ
か
ら
の
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
そ
し
て
、
時
に
は

「
ふ
ー
っ
」
と
息
を
抜
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

今月お話しするのは…

保健師の牧
ま

き
の

野です！

陽
ひ な た

向 ちゃん

大
だ い き

貴 ちゃん

蓮
れ ん と

斗 ちゃん

梨
り い な

衣奈 ちゃん

茉
ま な

奈 ちゃん

紅
く お ん

桜 ちゃん

琉
りゅうせい

星 ちゃん
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：とどろ渓谷】
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文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*
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短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

季
の
代
わ
り
朝
夕
の
老
い
の
茶
の
間
に
は
扇
風
機
ス
ト
ー
ブ
仲
良
く
並
ぶ	

　
畑
山
み
つ
き

一
円
玉
置
き
忘
れ
し
を
わ
ざ
わ
ざ
と
電
話
給
ひ
し
局
員
の
女	

　
福
元
　
　
忍

亡
母
の
忌
飯
を
供
え
香
を
焚
く
仏
壇
た
か
く
一
条
の
煙	

　
徳
田
　
将
人

雨
音
の
他
な
き
昼
ど
き
厨
辺
に
青
葉
を
刻
む
刃
こ
ぼ
れ
包
丁	

　
矢
野
　
む
つ

母
の
日
に
子
ら
か
ら
届
く
白
き
百
合
仏
間
に
香
は
満
ち
ほ
こ
ろ
ぶ
遺
影	

　
野
口
　
　
嵐

子
も
孫
も
ス
マ
ホ
片
手
に
生
返
事
一
人
の
部
屋
に
「
き
み
ま
ろ
」
を
聞
く	

　
澤
津
川
頼
子

灯
り
付
く
家
で
待
つ
人
居
な
け
れ
ど
愛
犬
尾
を
ふ
り
安
堵
の
帰
宅	

　
萩
　
　
幸
子

た
し
算
や
ひ
き
算
を
す
る
孫
の
指
足
り
ぬ
ら
し
く
て
首
を
か
し
げ
る	

　
木
下
マ
キ
子

大
戦
の
和
国
詔
勅
の
教
訓
を
未
来
に
生
か
す
世
界
連
邦	

　
大
原
　
　
繁

逝
き
し
春
早
巡
り
き
て
思
い
出
の
詰
ま
り
し
家
に
風
吹
き
抜
け
る	

　
水
上
カ
ズ
エ

田
仕
事
を
終
え
て
水
路
に
足
洗
う
農
婦
と
話
す
暮
れ
迫
る
頃	

　
池
迫
　
　
茂

食
卓
の
花
に
吾
が
家
の
庭
思
う
芍
薬
の
花
華
麗
に
賞
で
る	

　
石
峰
カ
ズ
子

航
空
シ
ョ
ー
帰
り
に
女
孫
ら
あ
り
あ
け
の
園
に
立
ち
寄
り
名
残
お
し
む	

　
宮
脇
　
ナ
チ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

岬
道
ま
た
涼
風
と
す
れ
違
ふ	

春
日
　
ふ
く

豆
飯
の
炊
け
る
匂
ひ
の
噴
き
に
け
り	

川
畑
　
充
子

草
刈
る
手
し
ば
し
休
め
て
空
を
見
る	

熊
谷
　
玉
乃

砂
の
像
高
く
そ
び
え
て
夏
の
浜	

城
之
園
よ
し
え

五
月
晴
れ
大
型
船
に
は
し
ゃ
ぐ
子
等	

横
山
　
良
子

水
槽
に
入
り
沢
蟹
ポ
ー
ズ
と
る	

本
村
　
湧
水

麦
を
刈
る
ト
ル
ス
ト
イ
に
は
な
れ
ず
と
も	

川
畑
　
美
行

山
寺
や
海
原
遠
く
ほ
と
と
ぎ
す	

吉
村
　
公
香

人
恋
し
恋
し
と
夜
の
時

ほ
と
と
ぎ
す鳥	

本
村
多
可
子

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

咳せ

く
ば
し
っ	

娘こ

ん
部へ屋
へ
そ
っ
ち	

視し

さ察
ち
入へ

っ	

　
　
福
山
　
吉
連

雲く
も

ん
影か
げ	

日ひ

で照
い
に
優や
さ

し
ゅ	

風か
ぜ

を
呼よ

っ	

　
　
木
藤
　
富
美

努ど
り
ょ
っ
か

力
家
ん	

兄き
ょ
で弟

ん
関せ
き
と取

や	

市し

の
誇ほ
こ

い	

　
　
満
留
　
ぐ
み

仲な
か
な
お直

ゆ	

し
た
ど
ん
内ね
し
ゅ心

は	

晴は
れ

ん
雲く
も	

　
　
新
地
　
十
意

卿き
ょ
う
く
づ
く

句
作
い
に	

錆さ
っ

く
れ
頭
び
ん
た	

搾し
ぼ

い
き
っ	

　
　
樋
渡
草
団
子

玄ふ
ん
こ
ん関

に	

お
じ
ゃ
っ
た
も
し
ち	

花は
な

が
咲せ

っ
　
　					

竹
之
内
零
余
子

相そ
だ
ん
ご

談
事
っ	

金ぜ
ん

じ
ゃ
な
か
れ
ば	

上あ
が

れ
言ち
ゅ

っ	

　
　
伊
地
知
　
孝

長な

げ
語か
た

い	

痺し
び

れ
が
切き

れ
っ	

便ま

な所
け
入へ

っ	

　
　
野
村
　
三
味

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

植
え
終
へ
し
肩
に
春
雨
鍬
洗
ふ	

坪
田
　
秀
邑

嫁
の
せ
て
馬
も
輝
く
春
祭
り	

永
山
　
又
生

閉
校
の
遊
動
円
木
花
は
葉
に	

山
本
せ
つ
子

こ
ろ
が
っ
て
春
の
ク
ジ
ラ
に
な
り
ま
し
た	
吉
田
　
十
二

梅
干
や
淋
し
い
時
は
茶
漬
食
う	
暉
峻
　
康
瑞

せ
せ
ら
ぎ
に
千
の
ま
ば
た
き
春
の
星	

肥
後
　
洋
子

振
り
返
り
見
れ
ば
父
は
は
黄
泉
の
旅	

岩
根
　
長
初

天
守
閣
松
江
城
下
は
新
緑
に	

東
平
　
要
一

来
る
は
ず
の
あ
な
た
が
居
な
い
春
の
市	

藤
後
む
つ
子



本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

もっと身近に！

男女共同参画

議
会
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
51

の
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
委
員
総
数
７
８
７

人
中
、
女
性
が
２
２
５
人
で
、
登
用

率
は
28
・
６
％
で
す
。
昨
年
度
に
比

べ
、
１
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
ま
で
の
目
標
数
値
は
32
％
で

す
。
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑

化
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
の
価
値

や
発
想
で
は
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
価
値

の
創
造
に
取
り
組
む
企
業
が
多
く
現

れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
ま
ず
女

性
の
活
用
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
十
分
に
進
ん
で
こ

な
か
っ
た
『
女
性
を
活
用
す
る
』
と

い
う
こ
と
は
、
男
性
と
は
違
う
視
点

を
生
か
す
こ
と
で
あ
り
、
新
た
な
ア

イ
デ
ア
の
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
積
極
的

に
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
7
月
25
日
か

ら
31
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
と
定
め
、
こ
の
週
間

の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

 http://w
w

w
.kagoshim

a-pac.jp

　

志
布
志
市
に
は
、
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
、
健
康
づ
く
り
推
進
協

税の広場

今月の納税

口座振替日：

７月 31 日（木）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（３期）

●後期高齢者医療保険料（３期）

●介護保険料（３期）　●固定資産税（２期）

※ 納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をご持参のうえ交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

７月 25 日（金）
納 付 期 限：

平成26年度 滞納処分等実施状況について
　

生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆
女
性
支
援
相
談
室
（
13
時
～
17
時
）

７
月
16
日
（
水
）
新
橋
地
区
公
民
館

８
月
６
日
（
水
）
志
布
志
支
所
５
階
会
議
室

◆
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
‐
７な

や

む

８
６
‐
０お

ご

じ

ょ

５
４

　（
月
～
金 

８
時
30
分
～
17
時
）

　
Ｄ
Ｖ
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

７
月
25
日 

～
31
日
は
、「
鹿
児
島

県
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

本庁  税務課　℡：474-1111　固定資産税係（内線 154・155・156） 問

23
市報しぶし 2014.7 
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2014.7 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

◆差押えを実施した人数
　（平成 26 年度 ４月～６月） 32 人

差押えの内容：
●債　権：22 件　●預貯金：４件

●不動産：５件　  ●給　与：１件

新築住宅を建てられた方へ

　市役所からの手紙や電話、または所有者の方からのご連絡により日程調整を行い、後日、市

職員２名と調査員２名が現地調査を行います。家屋への立入りを必要としますので所有者の方

やご家族、代理の方などの立会いの上、調査を行います。調査時間は、約１時間です。

　調査では、まず家屋の間取り図を拝見します。その後、建物の構造、各部屋の間取り、内装

資材（内壁・天井・床等）及び建築設備（風呂・トイレ・キッチン等）の確認を行います。

◆新築調査の流れ

◆次の新築調査予定は…

●８月 18 日（月）～ ８月 22 日（金）、10 月中旬から下旬に行う予定です。対象となる方は、ご都合の良い日を、お知らせください。

固定資産税（市町村税）

●適用対象は、次の要件を満たす住宅です。
　ア　住宅の種類　…　専用住宅や併用住宅であること。（居住部分の割合が２分の１以上）　
　イ　床　面　積　…　住部分の床面積が 50㎡以上 280㎡以下であること。

●減額される範囲
　ア　120㎡以下の場合　…　２分の１
　イ　120㎡を超え 280㎡以下の場合　…　120㎡相当分について２分の１（120㎡を超える部分は減額されません）

●軽減される期間（住宅）
　一般住宅　…　新築後３年度分（長期優良住宅　…　新築後５年度分）

●税率
　志布志市の税率は 1.4％です。

◆新築住宅等に対する減額措置　…　新築後一定期間、固定資産税額が減額されます。

※ 固定資産税減額申込書を提出されないと、減額の適用が受けられません。

平和を仕事にする。�平成 26 年度　自衛官等募集案内

種　目 資　格 受 付 期 間

自衛官候補生
男子 18 歳以上 27 歳未満 年間を通じて受付けています

女子 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月９日

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月９日

航空学生 高卒（見込含）21 歳未満 ８月１日～９月９日

防衛大学校（推薦、総合選抜）

高卒（見込含）21 歳未満 お問い合わせください防衛大学校（前期、後期）

防衛医科大学校（医学科、看護学科）

※各種パンフレットの請求、試験期日等細部についてはお問い合わせください。

自衛官等募集説明会のお知らせ

自衛隊は陸・海・空に分かれており、それぞれ十数種に及ぶ職種があります。また、入隊の種目も多数あります。

ご来場の皆様のご希望に合わせて、入隊に関するご質問にお答えいたします。お気軽にお越しください。

◆日時：７月 20 日（日）　10 時～ 18 時

◆会場：サンポートしぶしアピア　１階ホール

■ 問い合わせ先：自衛隊鹿児島地方協力本部大隅地域事

務所（大隅合同庁舎２階）　℡：099 － 482 － 1405

志
布
志
市
の
各
種
審
議
会
等
に

お
け
る
女
性
委
員
の
登
用
率
は
、

28
・
６
％
で
す

新
た
な
価
値
の
創
造
を
！



みんなが主役
交通安全

知っ得！
年金
インフォメーション

　
「
退
職
後
、
何
か
一
つ
で
も
社
会
の

役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
ら
と
い
う
思

い
で
交
通
安
全
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
立
哨
を
し
て
い
る
と
き
の
子
ど

も
た
ち
の
気
持
ち
の
い
い
挨
拶
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

る
の
は
、
有
明
町
山
重
校
区
で
活
躍
さ

れ
る
芳
太
郎
さ
ん
で
す
。

　

毎
月
の
「
０
の
日
（
10
日
、
20
日
な

ど
）」
と
交
通
安
全
運
動
期
間
を
中
心

に
、
交
通
量
の
多
い
通
学
路
に
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
の
手
助
け

を
し
て
い
る
芳
太
郎
さ
ん
。
朝
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
時
と
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時

間
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動

を
通
じ
て『
時
間
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
』

を
常
に
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。「
余

裕
の
あ
る
行
動
を
、
ま
ず
は
自
分
か
ら

実
践
し
て
い
ま
す
。
時
間
に
余
裕
が
な

い
と
心
に
余
裕
が
な
く
な
り
、
慌
て
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
れ
ば
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
し
ま
い
、
歩
行
者
優
先
と
い

う
ル
ー
ル
も
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。
時
間
に
余
裕
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
周
り
を
気
遣
う
余
裕
が
、
社

会
の
交
通
安
全
や
安
全
な
生
活
づ
く
り

に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の
ご
案
内

　

鹿
屋
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約
制
に

よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

◆
ご
予
約
の
申
し
込
み
方
法

　

年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、「
ご
相
談

希
望
日
一
ヵ
月
前
」
か
ら
「
ご
相
談
希

望
日
の
前
日
」
ま
で
お
電
話
又
は
、
年

金
相
談
窓
口
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
を
受
付
け
る
際
に
は
、
相
談

者
及
び
配
偶
者
の
氏
名
、
基
礎
年
金
番

号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
予
約
時
間
帯

●
平
日
：
８
時
30
分
～
16
時
30
分

●
週
の
初
日
：
８
時
30
分
～
18
時

●
第
二
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

※ 

通
常
、「
週
の
初
日
」
は
月
曜
で
す
が
、

月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日

と
な
り
ま
す
。

※ 

７
月
か
ら
第
２
土
曜
日
は
完
全
予
約

制
を
導
入
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ご
予
約
の
お
客
様
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

予
約
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望
の
日
時

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※ 

そ
の
他
、
年
金
に
関
し
て
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

知ってる？
消費生活
相談

市
役
所
職
員
、
警
察
官
、
税
務
署
職
員

を
か
た
る
「
う
そ
電
話
詐
欺
」
が
断
続

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
事
例

　

６
月
４
日
、
伊
佐
市
内
の
80
代
女
性

宅
に
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
る
男
か

ら
「
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
あ
る
の

で
、
担
当
者
か
ら
電
話
が
あ
る
。
近
く

に
郵
便
局
が
あ
る
か
。
何
分
ぐ
ら
い
で

着
く
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
女
性
は
そ

の
話
を
信
用
し
て
自
分
の
携
帯
電
話
の

番
号
を
教
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
郵
便

局
の
本
社
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
」
指
示

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
は
男
の
指
示
ど
お

り
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
き
、
操
作
し
ま
し
た
が

う
ま
く
い
か
ず
、「
郵
便
局
の
人
に
や
っ

て
も
ら
う
」
と
言
っ
て
、
郵
便
局
職
員

に
代
わ
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
電
話
が
切

れ
、
被
害
に
あ
わ
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

● 

官
公
庁
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
た

り
、
操
作
を
指
示
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
も
払
戻
金
は
受

け
取
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
は
行
か

ず
、
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

う
そ
電
話
詐
欺
被
害（
５
月
２
日
現
在
）

◆
鹿
児
島
県
警
認
知
件
数
：
19
件

◆
被
害
額
：
７
１
２
０
万
円

　

と
、
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

「
お
か
し
い
な
」、「
こ
ま
っ
た
な
」

と
思
っ
た
時
は
消
費
生
活
相
談
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
港
湾
商
工
課 

　

商
工
振
興
係
）

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
２
８
９
）

皆でつくろう
「共生・協働・自立」
のまち

る
た
め
の
階
段
を
設
置
し
ま
し
た
。
７

月
か
ら
８
月
頃
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
是
非
み
な
さ
ん
も
ハ
ス
の
花

を
観
賞
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ま
た
こ
ち
ら
の
場
所
に
は
他
に
、
金

魚
や
ど
じ
ょ
う
の
い
る
た
め
池
や
、
旧

佐
多
町
か
ら
取
り
寄
せ
た
各
種
の
は
す

も
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
委
員
一
同
、
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ 

午
後
は
花
が
し
ぼ
む
た
め
、
観
賞
は

午
前
中
が
お
勧
め
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
２
５
７
）

　

蓬
原
地
区
の
ハ
ス
の
花
が
、
現
在
、

見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

蓬
原
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
、
蓬
原
中
野

周
辺
の
地
域
資
源
で
あ
る
休
耕
田
を
活

用
し
景
観
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
約
50
ア
ー
ル
の
水
田
に
、
古
代
ハ

ス
で
知
ら
れ
る
「
大
賀
ハ
ス
」
が
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
市

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
人
気
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
主
要
道
路
か
ら

の
案
内
板
や
、
よ
り
近
く
で
観
賞
で
き

交 通 事 故 状 況  平成 26 年５月末現在

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 3463【-234】 61【+4】

死者数 36【-2】 １【-1】

傷者数 4083【-294】 74【+9】

　※【　】は昨年比

芳
よ し た ろ う

太郎 さん
（鹿児島県交通安全協会

志布志地区協会 有明支部）

　
　

 

官
公
庁
職
員
を
か
た
っ
た
、
う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意
！

消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

ふ
い
や
し
き
公
園
『
大
賀

ハ
ス
』
観
賞
へ
の
お
誘
い

   

～
蓬
原
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
事
業
～
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きれいな花が見頃を迎えています！

● 

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

　

  

０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

　

自
動
音
声
案
内
が
流
れ
ま
し
た
ら
、

最
初
に
「
１
」
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
次
の
音
声
案
内
が
流
れ
ま
し
た

ら
「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
担

当
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。



郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

（No.103/2014-7）

　今月の読者プレゼントは、お

便 り を く だ さ っ た 方 の 中 か ら

抽選で、ひまわり券 5 枚と、焼

酎処  笹虎さんで使える「1,000

円分の商品券」を５人の方にプ

レゼントします！（詳しくは２

ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い ） ぜ ひ、

ご応募ください！

　

今
月
は
有
明
町
に
お
住
ま
い

の
、
ト
シ
さ
ん
に
お
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　

20
歳
の
と
き
に
保
健
師
と
し

て
有
明
町
役
場
に
勤
務
さ
れ
た

ト
シ
さ
ん
。
家
業
の
農
業
を
手

伝
い
な
が
ら
、
お
医
者
さ
ん
も

少
な
く
、
看
護
師
や
保
健
師
の

人
手
も
足
り
な
い
時
代
に
、
保

健
師
と
し
て
自
転
車
や
単
車
で

町
内
を
走
り
回
り
、
感
染
症
の

予
防
や
栄
養
改
善
の
た
め
に
使

命
感
を
持
っ
て
一
生
懸
命
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ト
シ
さ
ん
に
元
気
の

秘
訣
を
お
伺
い
す
る
と
、「
何

で
も
自
分
で
す
る
こ
と
と
、
外

に
出
て
人
と
接
し
、
様
々
な
活

動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
」

と
、
笑
顔
で
元
気
に
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

絵
手
紙
、
書
道
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
月
に
２
回
の
健
康

教
室
、
ま
た
最
近
で
は
カ
ラ
オ

ケ
教
室
が
お
気
に
入
り
の
ト
シ

さ
ん
。
忙
し
く
、
充
実
し
た
毎

日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
曽
於
市
に
住
む
息
子

さ
ん
が
い
つ
も
気
に
か
け
て
く

れ
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
く
、
心

強
い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
規
則
正
し
く
、

忙
し
く
過
ご
し
た
い
。
忙
し
く

過
ご
す
こ
と
で
元
気
に
生
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
か

ら
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
ト
シ

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

トシ さん (84 歳）

 （有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！

Ｑ．  消防士になりたいと思ったきっかけは何ですか？
Ａ． 中学生の時に職場体験で消防署へ行ったことと、実際の事故現

場で人命救助の場面に遭遇し、人助けの瞬間を見たことです。本

当にカッコイイと思い、消防士に憧れ、志しました。

Ｑ．実際に『消防士』として働いてみて、いかがですか？
Ａ． 現場に出てもぜんぜん役に立てません。先輩たちに指導してい

ただきながら、目配り・気配りを常に意識して、早く一人前の消

防士になれるよう頑張りたいです！

Ｑ．お休みは何をして過ごしていますか？
Ａ ．体を動かすことが好きなので、社会人バレーに参加したり、筋

トレ、ランニングなどしています。あとは友人と飲みにいく事も

あり、楽しく過ごしています。

Ｑ．ふるさとの志布志市。どのようなまちになって欲しい？
Ａ． 若い人が将来にわたってずっと住みたいと思えるまちになった

らいいと思います。楽しく過ごせる場所も増えて欲しいです。

【志布志町】峻
たかのり

典 さん　(21 歳）

今月の 題字

小学校 6年

愛
あい

　さん

　

習
字
の
先
生
を
さ
れ
て
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
教
わ
っ
て
、
し
っ
か
り

と
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、
小

学
校
６
年
の
愛
さ
ん
で
す
。

　

３
年
生
か
ら
始
め
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
、
５
年
生
か
ら
始
め
た
陸
上
ク

ラ
ブ
で
汗
を
流
す
愛
さ
ん
。
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
好
き
な
教

科
は
も
ち
ろ
ん
体
育
。
他
に
も
書
写

の
授
業
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

　

将
来
は
子
ど
も
に
慕
わ
れ
る
、
優

し
い
小
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と

話
し
て
く
れ
た
愛
さ
ん
。
夢
に
向

か
っ
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

27
市報しぶし 2014.7 
S h i b u s h i  C i t y  P R 26

2014.7 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

読者プレゼント

◆ ご家族からのメッセージ！

　いつもニコニコ笑顔が可愛い杜和

くん。

　パパとママはそんな笑顔を毎日見

られて幸せです。

　大きくなってもその笑顔を忘れず

に、元気で優しい人に育ってね！

亮
りょうすけ

輔 ちゃん（４歳）

　　   志
し お り

織 ちゃん（３歳）

孝
こ う た

太 ちゃん（２歳）

（松山町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　ちょっと泣き虫だけど心優しい亮

ちゃん。世話好きですごく気の利く

志織ちゃん。やんちゃでいたずらっ

子の末っ子、孝太くん。

　本当に産まれてきてくれてありが

とう。我が家の誇りです。

風
ふ う あ

空 ちゃん（１歳）

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　ヨーグルトや茶わんむしが大好物

で、誰にでも愛想をふりまくけど、

ママにべったりのふうちゃん。

　テレビは「いないいないばぁー」

が大好き。おしり歩きも上手です。

　これからも元気に大きくなぁれ！

杜
と わ

和 ちゃん（６か月）

（志布志町）



★アンケート★【７月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成26年４月分の医療費の状況です。

医療費総額 ３０７，３９４，６３２円
４月末 国保加入者数 １０，４１１ 人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ２９，５２６ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，２５７ 円

個人負担額 ４，２６９ 円

１人当たり医療費の前年同月比 12.1％増。この金額は、国民健康保険に

加入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支

払った医療費です。医療費総額の約 85.5％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 26 年５月 31 日現在

人口：33,239 人
男性：15,739 人
女性：17,500 人

転入：64 人　  転出：75 人
出生：26 人　  死亡：43 人

世帯数：15,846 戸

（－ 27 人）
（－ 1 0 人）
（－ 1 7 人）

（＋ ９世帯）

志布志港 平成 26 年５月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：56 隻（日本０、外国 56）
②輸出：19 億 67 百万円
③輸入：125 億 23 百万円

さ
っ
そ
く
作
り
ま
し
た
！

　

市
報
６
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

『
て
ん
て
ん
帽
』、
さ
っ
そ
く
作
っ
て

み
ま
し
た
。
三
角
巾
代
わ
り
に
、
料

理
中
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

布
で
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
、

と
っ
て
も
喜
ん
で
も
ら
い
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の
紹
介
、
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
！（

蓬
む
す
め　

36
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
『
て
ん
て
ん
帽
』
作
ら

れ
た
ん
で
す
ね
！
掲
載
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
も
喜
ば
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
６
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ー

ナ
ー
「
田
舎
の
た
し
な
み
。」、
次
は

９
月
号
の
予
定
で
す
。
秋
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う
な
生
活
の
知
恵
が
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

「
環
境
特
集
」
に
つ
い
て

　

環
境
特
集
、
素
晴
し
か
っ
た
で

す
！
様
々
な
視
点
か
ら
環
境
問
題
に

関
す
る
こ
と
が
詳
し
く
ま
と
め
て

あ
っ
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
自
分
な
り
に
知
っ
て
い
る

つ
も
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

ん
だ
と
驚
く
こ
と
も
多
く
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
記
事
を

読
ん
だ
あ
と
し
ば
ら
く
は
エ
コ
な
取

り
組
み
を
す
る
の
で
す
が
、
忙
し
い

日
々
の
中
、
つ
い
つ
い
忘
れ
て
し
ま

い
す
ぐ
に
便
利
な
生
活
に
戻
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
常
に
地
球
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
今
回

の
よ
う
な
記
事
は
１
ペ
ー
ジ
で
も
い

い
の
で
毎
回
載
せ
て
欲
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。（big  fat  cat    

30
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
読
ん
で
す

ぐ
、
聴
い
て
す
ぐ
は
気
を
つ
け
る
ん

で
す
が
、
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
自
分
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、
エ
コ
な
暮
ら
し
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
ね
。
ち
な
み
に
市
報

に
は
「
エ
コ
通
信
」
が
毎
月
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考のうえ掲

載します）。個別の回答はいたしま

せんので、ご了承ください。
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ファーマーズ女子会　参加者募集！
 お茶を飲みながら、農家の生活をより豊かにするための『ちょっとした工夫』を学んだり、おしゃべりをしながら、

楽しい時間を過ごしましょう！ぜひご参加ください。（参加費：無料）

●日時：平成 26年８月 22日（金）13:00 ～ 15:00

●場所：有明農業歴史資料館　体験館　語らいの部屋　　　　

●対象者：45歳未満の農業に従事する女性　

　※経営者、後継者、農家に嫁いだ女性など、皆さんが対象です！

■問い合わせ先：農政課  農政係℡：474-1111（内線 426）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市役所からの大事なお知らせ

① 平成 26 年度志布志市職員採用候補者名簿搭載試験案内（総務課 人事厚生係）

② ７月は国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の

　　　　　　　　　　本算定（年間保険税【料】の決定）の月です。（税務課 市民税係）

④ あなたのお住まいは安全ですか？（建設課 建築係）

⑥ 畑地かんがいに関する補助事業についてお知らせします。（農政課 畑かん推進係）

② ７月は国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の
　　　　　　　本算定（年間保険税【料】の決定）の月です。 

①
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平成 26 年度志布志市職員採用候補者名簿搭載試験案内

◆共通事項
● 学校教育法に基づく高等学校卒業（平成 27 年 3 月卒業見込みの者を含む）程度の学力を有する者。

●職員に採用後は、志布志市内に居住できる者。

 ※ なお、身体障害者手帳の交付を受け、障がいの程度

が１級から６級までに相当する方は、受験申込の際

に手帳の写しを添付してください。

◆試験の期日
【第１次試験】

平成 26 年９月 21 日（日）志布志市農村環境改善センター

【第２次試験】

平成 26 年 10 月下旬頃（第１次試験合格者のみ実施）

【第３次試験】

平成 26 年 11 月中旬頃（第２次試験合格者のみ実施）

◆試験の方法及び内容
【第１次試験】教養試験、作文試験、適性検査、

　専門試験（建築技術職のみ）

【第２次試験】　面接試験

【第３次試験】　面接試験

◆受験申込手続及び受付期間
　受験申込書は、志布志市役所総務課及び各支所地域振興課で配布します。また、郵便での請求及び志布志市のホー

ムページからも様式をダウンロードできます。申込書に必要な書類を添えて、総務課人事厚生係に持参または郵送し

てください。

●受付期間：平成 26 年７月 22 日（火）から８月 15 日（金）まで（土曜日及び日曜日を除く）

●受付時間：午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

※郵送の場合は、平成 26 年８月 15 日（金）までの消印のあるものに限り、受け付けます。

※電子申請での申し込みも可能です。詳しくは市のホームページをご覧ください。

■申し込み・問い合わせ先：総務課  人事厚生係　　℡：099-474-1111（212・213）

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

一般
事務職 A

若干名

 昭和 63 年 4 月 2 日から

 平成９年 4 月 1 日までに

 生まれた者

一般
事務職 B

若干名

 昭和 54 年４月２日以降に生まれた

 者で、民間企業等における職務経

 験を５年以上有するもの

建築
技術職

若干名

 昭和 59 年４月２日から平成９年

 4 月 1 日までに生まれた者で、建

 築技術の専門課程を履修したか、

 平成 27 年３月末までに建築技術

 の専門課程を履修見込みの者また

 は同等の知識がある者

⑤ 児童扶養手当等の手続きについてお知らせします。（福祉課 児童福祉係）

　対象者の方には、今回、世帯単位で納入通知書を送付しますので、保険税算定の基礎や年間保険税額等を

ご確認ください。なお、納入通知書の裏面にも説明書きや注意事項等の記載がありますので、そちらも必ず

ご覧ください。　

　国民健康保険に加入している皆さんが病院などで診療を受けたときの医療費のうち、自己負担分を差し引

いた残りの費用を、国民健康保険が負担しています。したがって、国民健康保険に加入している皆さんが納

める国民健康保険税が医療費の財源となり、この制度を支えることになりま

すので、納期限内に納めていただきますようお願いします。

◆国民健康保険税 のお知らせ

　対象者の方には、今回、納入通知書を送付しますので、保険料算定の基礎

や年間保険料額等をご確認ください。

　介護保険制度は、介護を必要とする高齢者の治療や介護等にかかる負担を

社会全体で支援する為の保険制度です。介護保険料は、その介護保険制度を支える大切な財源ですので、納

期限内に納めていただきますようお願いします。

◆介護保険料 のお知らせ

　対象者の方には、今回、決定通知書を送付しますので、保険料算定の基礎や年間保険料額等をご確認くだ

さい。また、後期高齢者医療保険料について、より詳しくまとめた青いチラシも同封しますので、そちらも

あわせてご覧ください。

　後期高齢者医療保険料は、安定した財政運営を確保するために、２年単位で費用と収入を見込んで見直し

が行われます。今回、平成 26 年度及び 27 年度の保険料が改定されていますが、後期高齢者医療制度を支

える貴重な財源となりますので、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

◆後期高齢者医療保険料 のお知らせ

■問い合わせ先： 税務課　市民税係　　℡：474-1111（内線 142・143）

　③

③ 志布志市指定管理者を募集します！（総務課 行政改革推進係）

志布志市指定管理者を募集します！

　市では、下記の施設の管理に指定管理者制度を導入しています。現在の指定期間が、平成 27 年３月末で終了す

ることから、平成 27 年 4 月から管理を行う法人・団体を募集します。詳細については、７月７日（月）から施設

所管課及び市ホームページで配布する募集要項等をご覧の上、説明会への参加・応募をお願いします。なお、応募

締め切りは 10 月１日（水）です。

◆説明会日程（参加には、９月５日午前中までに所管課への事前申込が必要です。）
　●日時：９月 12 日（金）　午後２時から　　●場所：国民宿舎ボルベリアダグリ　２階会議室

募集施設名 業務の内容（指定予定機関） 所管課

ダグリ公園の公園施設
（国民宿舎ボルベリアダグリ、展望台）

ダグリ公園の公園施設等の管理
および運営業務（3 年間）

港湾商工課 観光物産係
℡：474-1111（内線 283）

■問い合わせ先： 総務課  行政改革推進係　℡：474-1111（内線 232）

⑦ お茶の健康増進効果に関する研究への参加のお願い（農政課 茶業振興係）



⑤

　④

市役所からの大事なお知らせ

⑥ 畑地かんがいに関する補助事業についてお知らせします。 あなたのお住まいは、安全ですか？
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県
内
で
は
、
集
中
豪

雨
や
台
風
等
に
よ
り
、

多
数
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
が
け
地
の
崩
壊
等

の
恐
れ
が
あ
る
土
地
に

建
っ
て
い
る
危
険
な
住

宅
の
移
転
を
促
進
す
る

た
め
、
そ
の
移
転
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
（
最
大
８
０
２
万
９
千
円
）。

　
「
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
」
と
は
、
が
け
地
の
崩
壊
等
に

よ
り
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に
建
っ
て
い

る
危
険
住
宅
を
安
全
な
場
所
に
移
転

す
る
た
め
、
国
と
県
及
び
市
町
村
が

移
転
者
に
危
険
住
宅
の
除
却
等
に
要

す
る
費
用
と
新
た
に
建
設
ま
た
は
購

入
す
る
住
宅
に
要
す
る
経
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

◆
補
助
の
内
容
：

● 

危
険
住
宅
の
撤
去
及
び
移
転
に
要

す
る
費
用　

　
【
限
度
額
：
80
万
２
千
円
】

● 

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設

（
購
入
）、
土
地
取
得
、
敷
地
造
成

の
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
の
借
入
金
の
利
子
相

当
額　

　
【
限
度
額
：
７
２
２
万
７
千
円
】

◆
対
象
と
な
る
住
宅
：

● 

左
図
の
よ
う
な
土

地
に
建
っ
て
い
る

危
険
住
宅
で
、

① 

昭
和
46
年
８
月
31

日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
も
の

② 

昭
和
46
年
９
月
１

日
以
降
に
建
築
さ

れ
、
特
定
行
政
庁

か
ら
是
正
勧
告
を

受
け
た
も
の

● 

災
害
危
険
区
域
内
に
建
っ
て
い
る

危
険
住
宅
で
、
右
記
の
①
、
②
に

該
当
す
る
も
の

● 

県
が
指
定
し
た
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
あ
る
危
険
住
宅

※ 
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
建
設
課  

建
築
係 

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
５
４
）

30 度以上30 度以上

2ｍ以上

がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内
がけの上端からの水平距離が
がけの高さの 2倍以内

がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内
がけ地の下端からの水平距離が、
がけの高さの 2倍以内

児童扶養手当等の手続きについてお知らせします

◆
８
月
５
日（
火
）～
８
月
12
日（
火
）

※ 

９
日（
土
）、10
日（
日
）は
、本
庁
・

志
布
志
支
所
で
は
受
付
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
（
支
給
停
止
の
方
を
含

む
）
は
、
受
給
資
格
の
確
認
の
た

め
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
と
共
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

持
参
す
る
も
の
：
証
書
、
印
鑑
、

同
封
の
調
書
、
対
象
者
全
員
分

の
保
険
証
の
写
し　
　
　

※ 

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
す
る
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
８
月
18
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

◆ 

持
参
す
る
も
の
：
証
書
、
印
鑑
、

手
帳
の
写
し

※ 

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
す
る
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

適
正
な
支
給
を
行
う
た
め
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
立
ち
入
ら
ざ
る
を

得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
個
人

情
報
の
保
護
は
厳
守
し
て
い
ま
す

の
で
、
質
問
や
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

婚
姻
（
事
実
婚
・
住
民
票
が
同

一
と
な
っ
た
場
合
を
含
む
）
等
で

受
給
資
格
が
な
く
な
る
場
合
や
、

養
育
し
て
い
る
児
童
数
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
児
童
の
養
育
状

況
や
生
活
状
況
に
変
更
が
あ
れ
ば
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

福
祉
課　

児
童
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
７
５
）

平
成
26
年
度 

児
童
扶
養
手
当
・

ひ
と
り
親
医
療
費
の
現
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
等

所
得
状
況
届
の
提
出
期
間

各種手当一覧 平成 25 年 10 月～ 平成 26 年４月～

児童扶養手当（全部支給） 41,140 円 41,020 円

児童扶養手当（一部支給） 41,130 ～ 9,710 円 41,020 ～ 9,680 円

特別児童扶養手当（１級） 50,050 円 49,700 円

特別児童扶養手当（２級） 33,330 円 33,100 円

特別障害者手当 26,080 円 26,000 円

障害児福祉手当 14,180 円 14,140 円

福祉手当（経過措置分） 14,180 円 14,140 円

相
談
・
届
出
の
窓
口

志布志市畑地かんがい推進作物生産拡大事業

　本市に住所を有する者もしくは本市に事務所を有する法人（認定農業者に限る）を対象に、下記作物の収穫機械

及び防除用動力散布機の購入補助事業を新設いたしました。

　要件は、畑地かんがいの水を新たに２ｈａ以上開栓することを条件に、収穫機、防除用動力散布機どちらかの購

入金額に対し、３分の１以内（上限あり）を補助いたします。補助対象作物は、

●さつまいも　　　●にんじん　　　●だいこん　　　●キャベツ
です。なお、キャベツにつきましては防除用動力散布機のみの補助となります。受付は８月８日（金）までとなり

ますので、申し込み、その他詳細につきましては、下記連絡先までご連絡ください。

志布志市畑地かんがい用散水器具設置支援事業

　曽於東部地区（志布志町・松山町の一部）の畑地かんがい事業受益者（本市に住所を有する者もしくは本市に事

務所を有する法人）を対象に、散水器具及び給水栓の設置に関する補助事業を新設いたしました。

　要件は、給水開始をすること（購入器具による給水開始面積要件あり）が条件で、１申請者につき、１種類の器具（給

水栓は２箇所まで）が条件です。補助率は事業費（購入費）の３分の１以内（上限あり）です。補助を行う散水器具は、

●噴射ホース　　　●レインガン　　　●ロールカー　　　●スマートレイン

です。詳しくは下記連絡先までご連絡ください。

■問い合わせ先： ●農政課  畑かん推進係   ℡：474-1111（内線 431）　　　●曽於東部土地改良区　 ℡：487-2986
　　　   　　　　 ●松山支所  産業建設課　℡：487-2111（内線 232）　●志布志支所  産業建設課　℡：472-1111（内線 412）

⑦ お茶の健康増進効果に関する研究への参加のお願い ～お茶プラス 6 杯運動～

　志布志市では、鹿児島大学及び鹿児島女子短期大学との共同研究で、お茶の健康への影響に関する調査を行うこと

となりました。つきましては、この研究にご参加いただける 40 代 ～ 70 代の方（男女問いません）を広く募集します。

◆ ご協力いただきたいこと …　緑茶を毎日 900ml（湯呑み 6 杯程度）、各自の好きな時間帯に 6 ヶ月間飲用してい

ただきます。お茶飲用の効果は、採血を行い、血液中のカテキン濃度、LDL コレステロール、HDL コレステロール、

中性脂肪、HbA1c（血糖の指標）や炎症反応などの測定値で評価します。採血のほかに腹囲、身長及び体重の計

測を行い、簡単な食生活のアンケート調査及びお茶日記（毎日の飲用量の記録）も記入していただきます。

◆ 研究にかかる費用について …　この研究にかかる費用で、ご協力いただく方の負担はありません。６ヶ月間に飲

用いただく緑茶は配布いたします（謝礼金等の支給はございませんので、ご了承ください）。

●募集人数：120 名　※なお、募集人数を超えた場合は、抽選とさせていただきます。

●募集期間：平成 26 年７月 22 日から平成 26 年７月 31 日まで

●応募方法： 本庁農政課、各支所産業建設課に準備してあります（または、市ＨＰからも

ダウンロードできます）申込用紙に、必要事項を記入の上、本庁農政課または、

各支所産業建設課までご提出ください。

■問い合わせ先：農政課  茶業振興係　℡：474-1111（内線 410・432）



県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
学
校
の

入
校
生
を
募
集
し
ま
す

　

中
・
高
校
生
、
一
般
の
方
を
対
象
に
木
工
・

建
築
大
工
の
体
験
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

◆
期
日
：
平
成
26
年
８
月
５
日
（
火
）

◆ 

申
込
期
限
：
平
成
26
年
７
月
30
日
（
水
）

◆
募
集
人
員
：
先
着
30
名

◆ 

参
加
費
：
無
料
で
す
が
、
１
日
傷
害
保
険

に
加
入
す
る
予
定
。

※ 

作
品
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
県
内
の
各
中
学
校
・
高
校
、
職

業
安
定
所
、
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

平
成
27
年
度
生
推
薦
選
考

【
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科
】

　

木
工
・
建
築
大
工
の
技
術
技
能
の
習
得
を

目
的
と
し
た
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

受
付
期
間
：
平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）

か
ら
９
月
26
日
（
金
）
ま
で

◆ 

応
募
資
格
：
高
等
学
校
を
平
成
27
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
者

◆
選
考
日
：
平
成
26
年
10
月
３
日
（
金
）

◆ 
選
考
方
法
：
適
性
試
験
（
筆
記
・
面
接
）

※ 

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
学
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
５
３
‐
０
２
０
７

「
税
」
に
関
す
る
標
語
募
集

　　
「
税
を
考
え
る
週
間
」（
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
）
に
あ
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
「
税
」
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
感
じ
て

く
だ
さ
る
よ
う
、「
税
」
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
志
布
志
市
長
賞
ほ
か
各
賞
を

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆ 

応
募
資
格
：
中
学
生
以
上
で
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方

※
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

◆ 

応
募
方
法
：
志
布
志
市
役
所
本
庁
、
各
支

所
な
ど
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
作
品
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
締
切
：
９
月
８
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

■ 

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
：

〒
８
９
９
‐
７
４
９
２　

　

志
布
志
市
有
明
町
野
井
倉
１
７
５
６
番
地

　

志
布
志
市
役
所　

税
務
課　

収
納
管
理
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
４
８
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
４
７
４
‐
４
４
０
７

　

メ
ー
ル
：syuunoukanri@city.shibushi.lg.jp

Ｂ
Ｔ
Ｖ
エ
リ
ア
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時
：
10
月
19
日
（
日
）　

午
前
９
時
～

◆
場
所
：
都
城
市
も
ち
お
多
目
的
広
場

◆
参
加
料
：
１
チ
ー
ム　

５
０
０
０
円　
　

広
告

Information＆

Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

募　
　

集

◆ 

募
集
内
容
：
一
般
の
部
、
シ
ニ
ア
（
60
歳

以
上
）
の
部

◆ 

申
込
期
間
：
７
月
15
日
（
火
）
か
ら
９
月

１
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　

担
当
：
福
岡

　

℡
：
０
９
８
６
‐
２
７
‐
１
７
０
０

「
生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

　

高
年
齢
者
が
健
康
で
、
意
欲
と
能
力
が
あ

る
限
り
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
形
成
と
、
高
齢
期
を

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
「『
生
き
が
い
プ
ラ
ン 

退

職
後
の
過
ご
し
方
』　

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
夢

へ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
：
８
月
29
日
（
金
）

　

13
時
30
分 

～ 

15
時
30
分

◆
場
所
：
末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
曽
於
市
）

◆
講
師
：
鹿
児
島
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

副
理
事
長   

余
暇
開
発
士  

四
元 

幹
雄 

氏

◆
定
員
：
30
人

◆
参
加
費
：
無
料

◆ 

参
加
対
象
者
：
県
内
に
居
住
す
る
55
歳
以

上
の
方

※ 

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
８
月
22
日
締
切
）。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
公
益
社
団
法
人　

鹿
児

島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

℡
：
０
９
９
‐
２
０
６
‐
５
４
２
２

弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す

　　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
健
康
づ
く
り
と
精
神

力
の
鍛
錬
を
目
的
に
、
弓
道
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
運
動
着
と
手
拭
１
本
を
持
っ
て
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
講
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
～ 

10
月
31
日
（
金
）

　

午
後
７
時 

～ 

午
後
９
時

◆
開
講
場
所
：
志
布
志
弓
道
場（
火
・
金
曜
日
）

　

有
明
弓
道
場
（
火
・
金
曜
日
）

※
お
近
く
の
弓
道
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 

参
加
料
や
申
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
。
開

講
日
に
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
用
具
は
弓
道
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
準
備
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
市
弓
道
連
盟　

藤
崎
英
人

　

℡
：
０
９
０
‐
９
５
７
３
‐
７
０
２
２

共
同
墓
地
・
共
同
納
骨
堂
の

水
道
料
金
の
補
助
に
つ
い
て

　

共
同
墓
地
・
共
同
納
骨
堂
に
お
け
る
水
道

料
金
の
う
ち
、
基
本
料
金
の
２
分
の
１
を
助

成
す
る
補
助
事
業
の
申
請
受
付
を
７
月
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
役
所
市
民
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
民
環
境
課　

環
境
政
策
室

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
改
修
、

改
築
等
）
の
助
成
に
つ
い
て

　

市
で
は
地
域
の
経
済
対
策
と
し
て
、
市
内

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
登
録
工
事
店

を
利
用
し
て
自
宅
の
修
繕
や
改
築
、
増
築
な

ど
の
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一

部
に
つ
い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
、
ご
自
身
が
居
住
し
て
い
る

持
ち
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
対
象
と
し
て
、
工

事
費
が
20
万
円
以
上
を
要
す
る
場
合
に
、
工

事
費
の
15
％
を
補
助
し
ま
す
（
た
だ
し
、

15
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
）。

　

な
お
、
対
象
に
な
ら
な
い
工
事
を
は
じ
め

お
知
ら
せ

広
告
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と
す
る
注
意
点
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
申
請

を
お
考
え
の
際
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事
の
例

　

助
成
対
象
工
事
と
し
て
、
屋
根
の
葺
き
替

え
・
塗
装
、
外
壁
の
補
修
、
内
装
、
水
回
り

の
改
良
、
ふ
す
ま
・
障
子
等
の
建
具
・
サ
ッ

シ
・
畳
の
取
り
換
え
や
表
替
え
、
耐
震
補
強
、

住
宅
部
分
の
増
築
等
が
あ
り
ま
す
。

※ 

市
が
実
施
し
た
同
様
の
事
業
で
、
過
去
に

助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

港
湾
商
工
課　

商
工
振
興
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

「
青
少
年
育
成
講
演
会
」
開
催

　

青
少
年
育
成
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、「
青
少
年
育
成
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
期
日
：
７
月
26
日
（
土
）

◆
時
間
：
13
時
15
分 

～ 

15
時
30
分

◆
場
所
：
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル

◆
内
容
：

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
志
布
志
ち
り
め
ん
太
鼓
）

●
表
彰
伝
達

●
子
ど
も
会
活
動
の
活
動
紹
介

●
講
演
会

　
（
講
師
：
福
山
孝
一
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※ 

当
日
は
「
し
ぶ
し
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
３
７
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

回
収
を
行
い
ま
す

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
一
斉
合
同
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

◆
廃
プ
ラ
・
廃
缶

　

７
月
23
日
（
水
）、
12
月
３
日
（
水
）

　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◆
廃
プ
ラ
：
10
月
１
日
（
水
）

　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◆
場
所

●
松
山
：
そ
お
鹿
児
島
農
協
選
果
場

●
志
布
志
：
市
農
業
公
社（
志
布
志
事
業
所
）

●
有
明
：
あ
お
ぞ
ら
農
協
野
神
FA
茶
工
場

■
問
い
合
わ
せ
先
：
農
政
課　

生
産
流
通
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
２
０
）

７
月
・
８
月
の
粗
大
ご
み
の

戸
別
収
集
に
つ
い
て

　

例
年
７
月
・
８
月
の
粗
大
ご
み
の
戸
別
収

集
は
予
約
が
込
み
合
い
ま
す
。
特
に
お
盆
の

期
間
は
予
約
が
込
み
合
い
、
希
望
日
に
収
集

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

さ
れ
る
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
早
め
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
戸
別
収
集
申
込
先
：

●
㈲
大
隅
衛
生
企
業
（
有
明
・
松
山
地
区
）

　

℡
：
４
７
１
‐
6
０
７
０

●
㈲
ミ
ヤ
ウ
チ
（
志
布
志
地
区
）

　

℡
：
４
７
３
‐
１
１
９
９

『
志
布
志
千
軒
町
千
年
の
秘
宝
』

安
楽
山
宮
神
社
の
鏡
展

　

和
銅
二
年
（
西
暦
七
○
九
年
）
に
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
安
楽
山
宮
神
社

に
代
々
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
、
銅
鏡

八
十
六
面
か
ら
、
特
に
貴
重
な
二
十
三
面
を

展
示
す
る
「
安
楽
山
宮
神
社
の
鏡
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
お
見
逃
し
な
く
、
志
布
志
の
歴
史
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◆ 

日
時
：
７
月
15
日（
火
）～
８
月
31
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

※
期
間
内
の
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

◆
場
所
：
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

◆
主
催
：
志
布
志
市
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
志
布
志
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課　

　

文
化
財
管
理
室

　

℡
：
４
７
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
）

●
志
布
志
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
４
０

保
険
証
の
切
替
え
時
期
で
す
！

　

８
月
は
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
保
険
証
の
切
替
え
時
期
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
郵
便
で
７
月
中
旬
以
降

に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

１
日
以
降
は
、
新
し
く
届
く
保
険
証
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
７
月
31
日
ま
で
が
有
効
期
限
の
保

険
証
は
、
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
す
る
時
に

同
封
し
ま
す
返
信
用
封
筒（
郵
送
料
は
無
料
）

で
、
８
月
１
日
以
降
に
返
送
し
て
い
た
だ
き
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水道修繕当番店

◆松山地区

７月            イケダ　　　　　　℡ 487-8771
８月            今井水道　　　　　℡ 487-8868
８月 13 日　　半下石建設　        　℡ 487-8706
８月 14 日　　大迫建設　        　    ℡ 487-2058
８月 15 日　　加世田建設　        　℡ 487-2057

◆志布志地区

７月８日～７月 14 日 　宮崎水道　　　℡ 472-1081

７月 15 日～７月 21 日 　高吉組　　　　℡ 472-0721

７月 22 日～７月 28 日 　崎田建設　　　℡ 473-0050

７月 29 日～８月４日 　志布志水道　　℡ 472-3540

８月５日～８月 11 日 　山本組　　　　℡ 472-1101

８月 12 日　　　 　宮崎水道　　　℡ 472-1081

８月 13 日　　　 　山本組　　　　℡ 472-1101

８月 14 日　　　　 　高吉組　　　　℡ 472-0721

８月 15 日～８月 17 日 　宮崎水道　　　℡ 472-1081

◆有明地区

７月６日～７月 12 日 　池崎建設 ℡ 475-2068

７月 13 日～７月 19 日 　郡山工業 ℡ 475-0008

７月 20 日～７月 26 日 　西江建設 ℡ 474-2113

７月 27 日～８月２日 　山中水道 ℡ 474-1440

８ 月 ３ 日 ～ ８ 月 ９ 日  　有徳設備 ℡ 475-1596

８月 10 日～８月 12 日 　池崎建設 ℡ 475-2068

８月 13 日　　　 　山中水道 ℡ 474-1440

８月 14 日　　　 　有徳設備 ℡ 475-1596

８月 15 日～８月 16 日 　池崎建設 ℡ 475-2068

８月 17 日～８月 23 日 　郡山工業 ℡ 475-0008

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。



ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が
届
か

な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※ 

保
険
証
は
紛
失
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
～
１
２
５
）

八
坂
神
社
お
ぎ
お
ん
さ
あ
ま
つ
り

　

み
な
と
ま
つ
り
の
前
夜
祭
『
お
ぎ
お
ん
さ

あ
ま
つ
り
』
が
八
坂
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
7
月
26
日
（
土
）

　

午
後
4
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

◆ 

内
容
：
太
鼓
演
奏
や
舞
台
演
芸
、
園
児
に

よ
る
御
輿
行
列
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
０
８

今
年
の
花
火
は
、
一
緒
に
行
こ
う
ね
？

２
０
１
４ 

志
布
志
み
な
と
ま
つ
り

平
成
26
年
７
月
27
日
（
日
）　

＠ 

し
お
か
ぜ
公
園

頑張れ！スポーツ少年団

志布志ドルフィンズスイミングクラブ

★ Team Deta:

　●競技種目：水泳

　●団員数：30人

　●練習日：水・金・土

　　＠志布志温水プール

　●代　表：東丸 政治

　初心者から経験者まで、誰でも一緒に泳いでみま

せんか？いつでも見学ＯＫ！体験（１ヶ月）無料！

　親子で、同じ目標に向かって、同じ時間を共有し

ましょう！

　　　　　　■問い合わせ先：

　　　　　　　 ●東丸 政治　℡：090-2588-8643

　　　　　　　 ●安田 雄二　℡：090-1972-9927

野神ソフトボールスポーツ少年団

★ Team Deta:

　●競技種目：ソフトボール

　●団員数：1 1 人

　●練習日：火・木・金

　　＠野神小グラウンド

　●代　表：田渕 三郎

　週３回の練習の成果を発揮するため、多くの大会

に参加しています。また、防犯呼びかけのボランティ

ア活動などにも積極的に取り組んでいます。興味の

ある皆さん、ぜひ練習の見学にいらしてください！

　　　　　　■問い合わせ先：

　　　　　　　 ●田渕 三郎　℡：090-3669-9950

広
告
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松山ＦＣ サッカースポーツ少年団

★ Team Deta:

　●競技種目：サッカー

　●団員数：22 人

　●練習日：月・水・土

　　＠泰野小グラウンド

　●代　表：別府 昭人

　サッカーを通して人々をつなぎ、地域づくりに貢

献します。親子が共に楽しみ、学んでいく松山ＦＣ

で、スポーツの喜びを共感してください！部員は随

時募集しています。まずは見学・体験してみよう！

　　■問い合わせ先：

　　●草ノ瀬 広行（育成会長）　℡：090-1089-8953

■問い合わせ先： みなとまつり実行委員会　℡：472-1108　



編
集

・
発

行
：

志
布

志
市

役
所

 総
務

課

8
月

号
は

8
月

12
日

 発
行

予
定

。

〒
899-7492　

鹿
児

島
県

志
布

志
市

有
明

町
野

井
倉

1756
番

地
E-m

ail：
info@

city.shibushi.lg.jp　
URL：

http://w
w

w
.city.shibushi.lg.jp

℡
：

099-474-1111　
Fax：

 099-474-2281
Shibushi  City  Public  Relations

市
報
し
ぶ
し
　
７
月
号

平
成

26
年

7
月

10
日

発
行

編
集
後
記

　

今
月
号
の
11
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま

し
た
と
お
り
、6
月
は
職
場
体
験
学
習
の

中
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。▼
受
け

入
れ
る
側
の
私
も
初
め
て
の
体
験
で
し

た
の
で
、ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、本
当
に
優
秀
な
生
徒
さ
ん
で
、

行
く
先
々
で
の
取
材
も
物
怖
じ
す
る
こ

と
な
く
堂
々
と
こ
な
し
、感
心
し
ま
し
た
。

▼
今
月
の
「
あ
た
や
元
気
や
っ
ど
」の

コ
ー
ナ
ー
は
、体
験
学
習
に
来
た
彼
女
の

書
い
た
原
稿
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
成
、掲

載
し
て
い
ま
す
。▼
も
う
一
つ
感
心
し
た

の
は
、取
材
の
空
き
時
間
で
、「
他
の
職
場

で
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
友
達
を
取

材
し
た
い
」と
自
分
か
ら
提
案
し
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。▼
言
わ
れ
た
事
だ
け
を
す

る
の
で
は
な
く
、自
分
か
ら
意
識
し
て
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
、彼
女
を
見
習
わ
な
い
と
い
け

な
い
な
ぁ
と
30
も
半
ば
に
し
て
、心
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
國
重
）

志布志市　暮らしのカレンダー　７月・８月

７月
10 日 木

11 日 金

12 日 土
●海開き
　（10：00 ～ ダグリ岬海水浴場）

13 日 日

14 日 月

15 日 火

●法律相談 ※１

　（13：00 ～ 15：00 志布志支所５F 会議室）
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 老人福祉センター松山）

16 日 水
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

17 日 木

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00 伊﨑田公民館）
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５F 会議室）

18 日 金

19 日 土

20日 日

21 日 月
●ドリームサッカー  in shibushi
　（９：00 ～ 志布志運動公園陸上競技場）

22 日 火
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 市民センター有明）

23 日 水

●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00 子育て支援センターはぐくみランド）
●年金移動相談所 ※２

　（10：00 ～ 15：00 志布志支所５F 会議室）

24 日 木

25日 金

26日 土

27日 日 ●志布志みなとまつり（しおかぜ公園）

28日 月

29日 火

30日 水
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

31 日 木

８月
１日 金

●特設人権相談
　（10：00 ～ 15：00 尾野見地区公民館）

２日 土

３日 日

４日 月

５日 火

●法律相談 ※ 3

　（13：00 ～ 15：00 本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 市民センター有明）
　（10：00 ～ 15：00 老人福祉センター松山）

６日 水
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

７日 木

８日 金

９日 土

10日 日

11 日 月

12 日 火

13日 水
●心配ごと相談
　（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

14 日 木

15 日 金

16日 土

17 日 日

18日 月

７月・８月の行事予定

 ● げんき市【昭和通付近】
　  毎週金・土曜日（９時～ 15 時）

 ● 戌の市【宝満寺公園】
　　７月 14 日、７月 26 日
　　８月７日、８月 19 日

 ● そば処ちんたら庵【国道 269 号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（野菜等販売）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 19ページをご覧ください】

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。

※２　年金移動相談は予約制です。志布志支所市民税務課　℡：472-1111（内線 223）までご連絡ください。

※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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